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ま
た
、
国
連
加
盟
国
の
過
半
数
は
死
刑
を
廃
止
し
、
死
刑
廃
止
条
約
も
締
結
さ
れ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
規
約
人
権
委
員
会
は
十

一
月
五
日
、
重
ね
て
日
本
に
死
刑
廃
止
議
定
書
の
批
准
を
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
あ
ま
り
に
も
か
け
離

れ
た
日
本
の
人
権
擁
護
の
姿
勢
を
改
め
て
批
判
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
の
死
刑
執
行
は
暴
挙
で
あ
り
、
厳
し
く
非
難
す 

 

る
。
政
府
に
は
自
重
と
法
務
省
に
対
す
る
監
視
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

報
道
に
よ
る
と
、
法
務
省
は
一
九
九
八
年
十
一
月
十
九
日
、
死
刑
確
定
者
三
人
の
刑
を
執
行
し
た
と
発
表
し
た
と
い
う
。
政

府
は
死
刑
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
法
務
委
員
会
質
疑
や
質
問
主
意
書
に
対
し
、
繰
り
返
し
議
論
の
必
要
性
を
答
弁
し
て
き 

 

た
。
さ
ら
に
、
死
刑
の
議
論
に
つ
い
て
は
「
一
定
期
間
処
刑
を
実
験
的
に
停
止
し
、
そ
の
存
続
や
改
善
方
法
を
立
法
府
に
委
ね

た
ら
ど
う
か
」
と
す
る
最
高
裁
判
決
の
補
足
意
見
が
あ
る
。
今
回
の
執
行
も
国
会
閉
会
中
で
あ
り
、
法
務
省
は
明
ら
か
に
国
会

と
最
高
裁
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 

と
は
い
え
、
法
務
省
が
死
刑
の
執
行
を
公
表
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
求
め
て
き
た
情
報
公
開
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な 

 

一
歩
と
し
て
評
価
す
る
。
た
だ
、
今
回
の
情
報
公
開
の
程
度
が
全
く
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
は
新
聞
な
ど
で
も
指
摘
さ
れ
た
と
お

り
で
あ
る
。
「
5
7
人
の
死
刑
囚
」
「
死
刑
」
「
死
刑
執
行
人
の
記
録
」
な
ど
、
死
刑
に
つ
い
て
の
著
作
が
相
次
い
で
出
版
さ 
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三 

 



 

れ
、
死
刑
に
関
す
る
情
報
公
開
を
求
め
る
声
が
大
き
く
、
法
務
省
が
旧
態
依
然
と
し
て
独
り
よ
が
り
に
考
え
る
「
心
情
の
安 

 
定
」
を
死
刑
確
定
者
も
国
際
世
論
も
全
く
望
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
中
で
、
法
務
官
僚
の
都
合
だ
け
で
死
刑
に
関

す
る
情
報
を
ど
こ
ま
で
隠
し
続
け
ら
れ
る
か
。
そ
れ
は
法
務
省
が
ど
こ
ま
で
国
民
世
論
と
国
際
的
潮
流
を
無
視
し
、
東
京
地
裁

の
法
廷
で
の
麻
原
彰
晃
被
告
に
見
ら
れ
る
「
唯
我
独
尊
」
の
態
度
を
続
け
ら
れ
る
か
を
正
面
か
ら
問
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

死
刑
執
行
と
「
唯
我
独
尊
」
の
法
務
省
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
質
問
主
意
書
の
や
り
と
り
の
一
部
も
踏
ま
え
な
が
ら
質
問
す

る
。 

一 

十
一
月
十
九
日
の
死
刑
執
行 

（
4
） 

執
行
さ
れ
た
三
人
は
誰
か
。
三
人
の
判
決
や
確
定
記
録
を
十
分
精
査
し
て
も
死
刑
に
処
す
こ
と
に
一
点
の
曇
り
も

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。 

（
3
） 

執
行
者
数
を
発
表
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
2
） 

ど
の
よ
う
な
形
で
発
表
し
た
の
か
。
法
務
省
の
誰
が
何
時
何
分
、
ど
こ
で
誰
に
向
け
て
い
か
な
る
形
で
発
表
し
た

の
か
。 

（
1
） 

死
刑
執
行
の
当
日
に
執
行
者
数
を
発
表
し
た
の
は
初
め
て
か
。 

四 

 



 

（
6
） 

執
行
を
通
告
し
よ
う
と
、
三
人
の
死
刑
確
定
者
を
各
舎
房
か
ら
出
そ
う
と
し
た
際
、
死
刑
を
執
行
し
た
こ
と
の
あ

る
元
刑
務
官
の
著
作
か
ら
以
下
に
引
用
し
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
か
。 

（
5
） 

執
行
さ
れ
た
三
人
に
は
、
い
つ
死
刑
の
執
行
を
通
告
し
た
か
。 

「
刑
務
官
は
自
然
と
足
音
を
殺
し
て
舎
房
の
廊
下
を
歩
い
た
。
『
田
村
、
出
房
だ
』
警
備
隊
長
が
窓
か
ら
静
か
に 

 

声
を
か
け
た
。
『
は
い
』
田
村
は
立
ち
上
が
っ
て
服
装
を
整
え
た
後
、
部
屋
の
中
央
に
正
座
し
た
。
房
を
出
る
と 

 

き
の
決
ま
り
で
あ
る
。
扉
が
開
い
て
も
、
刑
務
官
が
出
ろ
！
と
言
わ
な
け
れ
ば
立
っ
て
は
い
け
な
い
。
扉
が
開
か 

 

れ
た
。
『
出
な
さ
い
』
『
う
わ
ぁ
！
』
ス
リ
ッ
パ
を
揃
え
て
廊
下
に
出
よ
う
と
し
た
田
村
は
多
数
の
刑
務
官
を
見 

 

て
大
声
を
上
げ
、
房
の
奥
に
逃
げ
込
ん
だ
。
『
出
て
こ
い
！
』
警
備
隊
長
が
叫
ぶ
と
同
時
に
、
房
に
飛
び
込
み
、 

 
 

田
村
の
襟
首
を
つ
か
ん
で
引
き
ず
り
出
そ
う
と
し
た
。
『
ギ
ャ
ー
！
人
殺
し
！
』
『
こ
の
野
郎
！
お
い
、
担
ぎ
出 

 
 

せ
』
警
備
隊
長
が
怒
鳴
っ
た
。
舎
房
に
は
ほ
か
に
二
人
の
死
刑
囚
と
二
十
七
名
の
被
告
人
が
い
る
。
不
気
味
な
ほ

ど
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
息
を
凝
ら
し
て
成
り
行
き
を
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
田
村
光
男
は
刑

務
官
に
手
足
を
持
た
れ
、
手
提
げ
バ
ッ
グ
の
よ
う
に
、
軽
々
と
振
り
回
さ
れ
、
二
度
三
度
、
身
体
を
扉
の
枠
に
ぶ

つ
け
ら
れ
て
か
ら
、
一
気
に
舎
房
を
出
て
渡
り
廊
下
を
数
メ
ー
ト
ル
走
っ
て
い
た
。
口
に
は
タ
オ
ル
が
詰
め
込
ま 

五 

 



 

（
7
） 
拘
置
所
長
が
死
刑
の
執
行
を
通
告
し
た
際
、
三
人
の
死
刑
確
定
者
は
以
下
に
引
用
し
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た 

か
。 れ

て
い
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
廊
下
に
投
げ
飛
ば
さ
れ
た
田
村
は
手
錠
を
掛
け
ら
れ
た
」
（
元
広
島
拘
置
所
総
務 

部
長
の
坂
本
敏
夫
著
「
死
刑
執
行
人
の
記
録
」
か
ら
） 

「
田
村
は
刑
の
言
い
渡
し
と
い
う
儀
式
の
た
め
に
丸
太
の
よ
う
に
担
が
れ
て
講
堂
に
運
ば
れ
る
。
渾
身
の
力
を
込

め
て
暴
れ
る
田
村
、
そ
れ
を
押
さ
え
付
け
る
刑
務
官
た
ち
、
共
に
必
死
の
形
相
だ
っ
た
。
講
堂
で
は
、
所
長
、
総

務
部
長
、
処
遇
部
長
、
庶
務
課
長
、
会
計
課
長
、
企
画
部
門
の
首
席
矯
正
処
遇
官
、
僧
衣
を
着
た
教
誨
師
、
そ
れ

に
牧
村
が
田
村
の
到
着
を
無
言
で
待
っ
て
い
た
。
廊
下
を
喧
騒
の
固
ま
り
が
移
動
し
て
来
る
。
牧
村
は
い
や
な
予

感
が
し
た
。
慌
て
て
廊
下
に
出
る
と
、
果
た
し
て
刑
務
官
の
肩
の
高
さ
に
担
が
れ
た
田
村
が
や
っ
て
く
る
。
『
田 

 

村
光
男
、
刑
の
執
行
指
揮
書
が
き
た
。
こ
れ
か
ら
死
刑
を
執
行
す
る
』
所
長
が
大
き
な
声
を
出
し
て
言
っ
た
。 

 
 

（
中
略
）
『
田
村
君
、
田
村
君
』
牧
村
の
呼
び
か
け
に
、
田
村
は
ま
っ
た
く
反
応
を
示
さ
な
か
っ
た
。
（
中
略
） 

 
 

『
田
村
光
男
、
遺
言
は
な
い
か
？
遺
書
を
書
く
時
間
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
…
…
』
刑
務
官
に
両
脇
を
抱
え

ら
れ
、
身
動
き
で
き
な
い
田
村
に
所
長
が
言
っ
た
。
『
…
…
』
田
村
は
所
長
を
睨
み
つ
け
た
。
『
何
だ
そ
の
目
付 

六 

 



 

（
8
） 

三
人
の
死
刑
確
定
者
は
刑
を
執
行
さ
れ
、
刑
務
官
に
殺
害
さ
れ
た
際
、
元
刑
務
官
二
人
の
著
作
か
ら
以
下
に
引
用

す
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
か
。 

「
九
時
五
十
分
、
打
ち
合
わ
せ
の
通
り
、
田
村
が
刑
場
に
入
っ
た
。
警
備
隊
長
以
下
五
人
の
刑
務
官
に
取
り
囲
ま

れ
て
い
た
。
（
中
略
）
右
側
に
祭
壇
が
あ
り
、
香
が
炊
か
れ
、
生
花
と
果
物
、
そ
れ
に
菓
子
が
供
え
ら
れ
て
い 

 
 

 

た
。
左
側
に
は
カ
ー
テ
ン
が
引
か
れ
て
い
た
。
こ
の
カ
ー
テ
ン
は
薄
い
ブ
ル
ー
の
布
地
だ
っ
た
。
そ
の
向
こ
う
の

処
刑
室
を
田
村
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
中
略
）
牧
村
は
晒
の
白
布
を
取
っ
て
、
田
村
の
後
ろ
に
回
り
、
目 

 

隠
し
を
し
た
。
『
首
席
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
』
田
村
が
小
さ
な
声
で
言
っ
た
。
警
備
隊
長
が
金
属
手
錠 

 

を
後
ろ
手
に
掛
け
た
。
カ
ー
テ
ン
が
開
け
ら
れ
る
と
同
時
に
田
村
は
、
警
備
隊
長
に
促
さ
れ
て
祭
壇
に
背
を
向
け

て
刑
壇
に
向
か
っ
た
。
一
メ
ー
ト
ル
四
方
の
刑
壇
の
中
央
で
静
止
を
さ
せ
る
の
と
同
時
に
、
首
に
ロ
ー
プ
が
掛
け

ら
れ
、
膝
が
縛
ら
れ
た
。
警
備
隊
長
が
ロ
ー
プ
を
締
め
て
金
具
の
部
分
を
後
頭
部
に
当
て
手
を
上
げ
た
。
午
前
十 

き
は
！
』
田
村
の
前
に
処
遇
部
長
が
立
ち
塞
が
っ
た
。
『
ウ
ウ
…
…
』
田
村
は
顎
を
突
き
出
し
た
。
『
隊
長
！
タ 

 
 

 

オ
ル
を
取
っ
て
や
れ
』
牧
村
が
言
っ
た
。
警
備
隊
長
は
所
長
を
見
た
。
所
長
は
処
遇
部
長
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い 

 

る
。
」
（
同
書
） 

七 

 



 

（
10
） 

三
人
の
執
行
に
か
か
わ
っ
た
各
拘
置
所
の
刑
務
官
の
「
心
情
の
安
定
」
に
つ
い
て
、
調
査
や
配
慮
を
尽
く
し
た 

 

（
9
） 

執
行
さ
れ
た
三
人
の
死
刑
確
定
者
は
遺
言
を
残
し
た
か
。 

「
処
刑
台
の
踏
み
台
の
上
に
立
た
さ
れ
、
吊
さ
れ
て
い
る
麻
の
綱
の
輪
に
な
っ
た
部
分
を
首
に
か
け
ら
れ
た
と 

き
、
Ｘ
は
突
然
、
『
お
母
さ
ん
！
』
と
大
声
で
絶
叫
し
た
。
Ｘ
の
首
に
綱
を
か
け
た
職
員
が
踏
み
台
か
ら
外
に
出 

 

る
の
と
同
時
に
、
保
安
課
長
が
片
手
を
あ
げ
て
合
図
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
Ｘ
の
足
も
と
の
板
が
バ
タ
ン
と
左
右
に

開
き
、
そ
の
音
と
と
も
に
、
彼
の
身
体
は
四
角
い
暗
い
穴
の
な
か
に
落
ち
て
い
っ
た
。
綱
は
震
え
な
が
ら
ピ
ン
と

張
り
き
り
、
し
ば
ら
く
の
間
、
前
後
左
右
に
揺
れ
た
り
、
回
っ
た
り
し
な
が
ら
、
綱
自
体
が
ビ
リ
ビ
リ
震
え
て
い

る
。
見
守
っ
て
い
る
職
員
た
ち
は
、
い
っ
せ
い
に
合
掌
の
手
に
力
を
入
れ
、
読
経
の
声
も
い
ち
だ
ん
と
大
き
く
な

る
」
（
元
刑
務
官
の
戸
谷
喜
一
著
「
死
刑
執
行
の
現
場
か
ら
」
） 

時
五
分
、
牧
村
の
合
図
で
執
行
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た
。
田
村
の
身
体
は
刑
壇
か
ら
沈
ん
だ
。
ロ
ー
プ
と
滑
車
の
衝

撃
と
田
村
の
頸
部
脊
椎
の
骨
折
と
筋
肉
の
断
裂
な
ど
の
音
が
一
瞬
の
う
ち
に
混
ざ
っ
て
、
『
ダ
ン
！
』
と
い
う
耳 

を
裂
く
合
成
音
が
刑
場
に
響
い
た
。
所
長
、
検
事
、
牧
村
が
ほ
ぼ
同
時
に
ポ
カ
リ
と
穴
の
開
い
た
刑
壇
の
周
り
に

走
り
寄
り
、
吊
さ
れ
た
田
村
を
覗
い
た
。
ロ
ー
プ
が
激
し
く
揺
れ
て
、
き
し
ん
で
い
る
」
（
同
書
） 

八 

 



 

（
14
） 

三
人
の
死
刑
執
行
が
発
表
さ
れ
た
十
一
月
十
九
日
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
は
執
行
さ
れ
た
死
刑
確
定
者
の
名
前
を
報
道

し
て
い
た
が
、
報
道
に
誤
り
は
な
か
っ
た
か
。
報
道
機
関
に
対
し
、
死
刑
執
行
の
報
道
に
つ
い
て
、
法
務
省
は
訂
正 

（
13
） 

三
人
の
執
行
で
「
騙
し
討
ち
の
よ
う
な
突
然
の
処
刑
」
に
抗
議
し
た
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
か
。 

（
12
） 

前
掲
の
「
死
刑
執
行
人
の
記
録
」
に
は
、
執
行
直
前
に
通
告
す
る
「
騙
し
討
ち
の
よ
う
な
突
然
の
処
刑
」
に
死
刑

確
定
者
が
抗
議
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
か
。 

（
11
） 

三
人
の
執
行
場
所
と
な
っ
た
各
拘
置
所
長
は
、
元
刑
務
官
の
著
作
か
ら
以
下
に
引
用
す
る
よ
う
な
心
境
で
、
執
行

に
当
た
っ
た
の
か
。 

か
。 「

昨
日
（
執
行
前
日
）
の
こ
と
だ
っ
た
。
『
田
村
は
お
と
な
し
く
死
刑
台
に
乗
り
ま
す
か
ね
』
処
遇
部
長
の
言
葉 

 

に
所
長
が
答
え
た
。
『
法
務
省
は
検
事
が
ト
ッ
プ
だ
。
検
事
は
法
秩
序
を
守
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
刑
務 

 

官
に
い
い
人
を
求
め
て
は
い
な
い
ん
だ
よ
。
そ
う
、
法
秩
序
だ
。
い
い
か
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と 

 
 

だ
。
と
に
か
く
殺
す
こ
と
。
う
ま
く
や
る
ん
だ
。
君
た
ち
は
そ
の
た
め
に
私
の
補
佐
を
し
て
い
る
ん
だ
。
足
を 

 
 

引
っ
張
る
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
」
（
坂
本
敏
夫
著
「
死
刑
執
行
人
の
記
録
」
） 

九 

 



 

二 
参
院
選
公
示
日
の
死
刑
執
行 

（
5
） 

前
国
会
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
に
よ
る
と
、
政
府
は
「
法
務
省
の
職
員
は
勤
務
時
間
終
了
後
、
速
や
か
に 

（
4
） 

前
国
会
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
に
よ
る
と
、
六
月
二
十
五
日
午
後
七
時
ご
ろ
に
議
員
が
法
務
省
で
面
会
し

た
刑
事
局
総
務
課
長
は
、
そ
の
前
後
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
省
内
で
過
ご
し
、
議
員
と
面
会
し
た
と
き
だ
け
公

務
に
復
帰
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
民
の
税
金
で
負
担
さ
れ
て
い
る
俸
給
の
計
算
の
元
と
な
る
勤
務
時
間
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
い
っ
た
ん
勤
務
を
終
了
し
て
も
省
内
に
残
り
、
再
び
勤
務
し
、
さ
ら
に
省
内
で
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
は
、
法
務
省
の
職
員
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
か
。 

（
3
） 

執
行
し
た
と
す
れ
ば
、
処
刑
さ
れ
た
死
刑
確
定
者
に
は
い
つ
執
行
を
通
告
し
た
か
。 

（
2
） 

執
行
し
た
と
す
れ
ば
、
処
刑
さ
れ
た
死
刑
確
定
者
に
つ
い
て
、
判
決
や
確
定
記
録
を
十
分
精
査
し
て
も
一
点
の
曇

り
も
な
か
っ
た
の
か
。 

（
1
） 
前
回
参
院
選
が
公
示
さ
れ
た
一
九
九
八
年
六
月
二
十
五
日
に
死
刑
を
執
行
し
た
か
。
執
行
し
た
と
す
れ
ば
、
ど
こ

で
誰
を
処
刑
し
た
か
。 

な
い
し
抗
議
を
行
っ
た
か
。 

一
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（
10
） 

六
月
二
十
五
日
、
私
た
ち
議
員
が
面
会
し
た
刑
事
局
総
務
課
長
は
省
内
で
飲
酒
し
て
い
た
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、

前
国
会
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
で
、
政
府
は
「
勤
務
時
間
終
了
後
の
職
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事

項
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
」
と
い
う
。
死
刑
執
行
当
日
、
処
刑
さ
れ
た
死
刑
確
定
者
と
そ
の
遺
族
の
心

情
、
現
場
の
刑
務
官
ら
の
苦
悩
に
配
慮
せ
ず
、
死
刑
執
行
の
起
案
に
か
か
わ
る
関
係
部
局
の
幹
部
が
省
内
で
飲
酒
す

る
こ
と
は
極
め
て
不
適
切
と
考
え
る
が
、
調
査
し
、
処
分
を
検
討
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
か
。
厚
生
省
、
大
蔵
省
、 

（
9
） 

法
務
大
臣
の
指
揮
に
よ
り
、
拘
置
所
で
刑
務
官
が
苦
悩
し
な
が
ら
命
令
さ
れ
た
死
刑
の
執
行
に
当
た
っ
た
日
に
、

法
務
省
内
で
公
務
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
問
わ
ず
、
飲
酒
す
る
こ
と
は
適
当
か
。 

（
8
） 

一
九
九
八
年
六
月
二
十
五
日
に
矯
正
施
設
の
長
を
集
め
た
会
同
は
開
か
れ
た
か
。 

（
7
） 

矯
正
施
設
の
長
を
集
め
た
会
同
後
、
通
例
懇
親
会
は
開
か
れ
る
か
。
開
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
刑
事
局
総
務

課
長
は
出
席
す
る
か
。 

（
6
） 
法
務
省
が
主
催
す
る
矯
正
施
設
の
長
を
集
め
た
会
同
に
は
、
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
か
。 

退
庁
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
の
に
、
刑
事
局
総
務
課
長
は
こ
の
日
、
勤
務
を
終
了
し
て
も
省
内
に
い 

 

た
。
こ
れ
は
政
府
が
承
知
し
な
い
異
例
の
事
態
と
解
す
る
べ
き
な
の
か
。 

一
一 

 



 

三 
最
高
機
関 

（
5
） 

こ
れ
ま
で
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
で
、
政
府
は
執
行
さ
れ
た
死
刑
確
定
者
の
中
に
「
無
実
の
者
は
含
ま
れ

て
い
な
い
と
確
信
し
て
い
る
」
と
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
根
拠
は
三
審
制
の
裁
判
と
再
審
制
度
に
加
え
、
執
行
前

に
判
決
や
確
定
記
録
を
十
分
精
査
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
。
三
審
制
の
裁
判
に
も
誤
り
が
あ
る
こ
と
は
、
再
審
で
四

件
も
死
刑
確
定
者
の
無
罪
判
決
が
相
次
い
だ
こ
と
で
明
ら
か
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

（
4
） 

死
刑
を
め
ぐ
る
規
約
人
権
委
員
会
の
勧
告
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

（
3
） 

法
務
省
は
一
九
九
八
年
十
一
月
五
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
規
約
人
権
委
員
会
で
、
日
本
に
対
し
て
死
刑
に
関
す
る
勧

告
を
採
択
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
。
知
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
勧
告
さ
れ
た
か
。 

（
2
） 

死
刑
を
め
ぐ
り
、
国
会
で
議
論
が
続
き
、
最
高
裁
判
決
の
補
足
意
見
も
一
定
期
間
執
行
を
中
止
し
て
国
会
で
議
論

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
に
、
死
刑
の
執
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
は
、
法
務
省
が
自
ら
を
国
会
や
最
高
裁
を
超

え
た
「
最
高
機
関
」
と
錯
覚
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。 

（
1
） 
国
権
の
最
高
機
関
は
ど
こ
か
。 

防
衛
庁
な
ど
で
不
祥
事
が
後
を
絶
た
な
い
中
、
内
閣
は
政
府
全
体
の
問
題
と
し
て
熟
慮
の
上
、
答
弁
さ
れ
た
い
。 

一
二 

 



 

四 

法
務
省
の
綱
紀
粛
正 

（
3
） 

報
道
に
よ
る
と
、
前
橋
地
検
は
一
九
九
八
年
十
月
二
十
三
日
、
地
検
内
に
あ
る
証
拠
品
の
金
か
ら
現
金
百
八
万
円 

（
2
） 

一
九
九
八
年
五
月
一
日
と
二
十
五
日
、
現
法
務
省
刑
事
局
長
の
松
尾
邦
弘
氏
の
自
宅
に
ナ
イ
フ
入
り
の
脅
迫
状
が

送
り
付
け
ら
れ
た
り
、
玄
関
に
火
炎
瓶
な
ど
が
お
か
れ
た
り
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
か
。
捜
査
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。 

（
1
） 

厚
生
省
、
大
蔵
省
、
防
衛
庁
は
汚
職
事
件
な
ど
で
幹
部
、
元
幹
部
ら
が
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
、
綱
紀
粛
正
を
誓
っ
て

き
た
。
そ
れ
が
十
分
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
問
題
だ
が
、
一
連
の
汚
職
事
件
な
ど
を
摘
発
し
た
検

察
と
組
織
、
人
事
的
に
一
体
の
法
務
省
で
は
、
綱
紀
粛
正
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
か
。 

（
7
） 

執
行
前
の
判
決
と
確
定
記
録
の
精
査
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
か
け
て
や
っ
て
い
る
の
か
。
関
係
者
の
事
情
聴

取
な
ど
を
し
て
い
る
か
。 

（
6
） 

再
審
制
度
が
ど
こ
ま
で
冤
罪
を
救
済
で
き
る
か
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
法
務
省
矯
正
局
長
通
達
で
、

死
刑
確
定
者
の
外
部
交
通
が
著
し
く
制
限
さ
れ
、
満
足
に
弁
護
士
と
も
交
信
で
き
な
い
現
状
を
踏
ま
え
て
答
弁
さ
れ

た
い
。 

一
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（
7
） 

同
書
に
は
、
国
家
公
務
員
上
級
試
験
に
合
格
し
、
法
務
省
に
入
っ
た
職
員
が
検
事
し
か
幹
部
に
登
用
さ
れ
ず
、
局 

（
6
） 

同
書
に
は
、
矯
正
施
設
の
封
建
的
な
体
質
、
人
事
の
不
公
正
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
か
。
事
実
と
す

れ
ば
、
改
善
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。 

（
5
） 

前
掲
の
元
広
島
拘
置
所
総
務
部
長
坂
本
敏
夫
氏
の
著
作
「
死
刑
執
行
人
の
記
録
」
に
は
、
刑
務
所
内
で
収
容
者
の

「
ハ
ト
」
（
外
部
に
伝
言
し
て
謝
礼
を
も
ら
う
）
行
為
を
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
、
退
職
に
追
い
込
ま
れ
る
刑
務
官
の 

 
 

 

ケ
ー
ス
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
か
。 

（
4
） 

報
道
に
よ
る
と
、
秋
田
県
警
秋
田
署
は
一
九
九
八
年
四
月
二
十
日
、
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
に
通
い
、
知
り
合
っ
た
高

校
一
年
の
女
子
生
徒
と
淫
行
し
た
同
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
違
反
容
疑
で
、
秋
田
地
検
の
検
察
事
務
官
を
逮
捕
し

た
と
さ
れ
る
が
、
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
刑
事
処
分
と
庁
内
の
処
分
は
ど
う
な
っ
た
か
。
ま
た
、
再
発
防
止
な

ど
の
た
め
に
監
督
責
任
者
ら
の
処
分
は
適
正
に
な
さ
れ
た
か
。 

を
盗
ん
だ
窃
盗
容
疑
で
、
同
地
検
の
検
察
事
務
官
を
逮
捕
し
た
と
さ
れ
る
が
、
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
、
刑
事
処

分
と
庁
内
の
処
分
は
ど
う
な
っ
た
か
。
ま
た
、
再
発
防
止
な
ど
の
た
め
に
監
督
責
任
者
の
処
分
は
適
正
に
な
さ
れ
た

か
。 

一
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五 

隼
君
事
件 

（
1
） 

こ
れ
ま
で
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
に
よ
る
と
、
東
京
都
世
田
谷
区
の
片
山
隼
君
の
交
通
事
故
で
、
隼
君
の

両
親
が
東
京
地
検
に
加
害
者
の
刑
事
処
分
な
ど
を
照
会
し
た
際
、
「
説
明
す
る
義
務
は
な
い
」
な
ど
と
対
応
し
た
同 

地
検
の
女
性
職
員
は
、
後
日
法
務
大
臣
が
こ
う
し
た
対
応
を
国
会
で
陳
謝
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
の
処
分
も
受 

（
10
） 

一
九
九
六
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
、
法
務
省
・
検
察
庁
職
員
が
内
部
調
査
で
国
家
公
務
員
法
の
懲
戒
処
分
を
受

け
た
ケ
ー
ス
は
何
件
あ
る
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
。 

（
9
） 

一
九
九
六
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
、
法
務
省
・
検
察
庁
職
員
が
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
事
件
は
ど
れ
だ
け
あ
る 

 

か
。
事
件
の
概
要
、
刑
事
処
分
、
判
決
内
容
、
省
内
処
分
、
監
督
者
の
処
分
な
ど
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 
 

い
。 

（
8
） 
法
務
省
内
で
、
職
員
が
人
事
の
不
満
な
ど
か
ら
刑
事
事
件
に
発
展
す
る
よ
う
な
嫌
が
ら
せ
を
し
た
ケ
ー
ス
は
あ
る

か
。 

長
に
な
れ
な
い
た
め
に
や
る
気
を
な
く
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
本
当
に
あ
る
の

か
。
局
長
、
部
長
以
上
で
、
検
事
以
外
の
職
員
は
何
人
い
る
か
。 

一
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（
7
） 

運
転
手
起
訴
で
、
捜
査
の
不
十
分
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
従
前
の
捜
査
を
担
当
し
た
検
事
（
副
検 

 

事
）
に
は
ど
の
よ
う
な
処
分
が
な
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
再
発
防
止
な
ど
の
た
め
に
監
督
責
任
者
の
処
分
は
適
正
に
な

さ
れ
た
か
。 

（
6
） 

報
道
に
よ
る
と
、
次
席
検
事
の
コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、
従
前
の
捜
査
を
担
当
し
た
検
事
（
副
検
事
）
が
「
捜
査
を

あ
せ
っ
た
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
事
実
か
。 

（
5
） 

報
道
に
よ
る
と
、
東
京
地
検
は
再
捜
査
の
結
果
、
隼
君
を
は
ね
た
運
転
手
を
起
訴
し
、
次
席
検
事
は
従
前
の
捜
査

が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
と
さ
れ
る
が
、
事
実
か
。
報
道
機
関
に
対
す
る
発
表
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 
 

い
。 

（
4
） 

不
適
切
な
対
応
を
し
た
職
員
を
処
分
も
せ
ず
、
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
適
切
か
。 

（
3
） 
国
民
の
官
庁
に
対
す
る
信
頼
を
醸
成
す
る
に
は
、
そ
の
官
庁
の
仕
事
全
体
へ
の
評
価
を
高
め
る
と
と
も
に
、
官
庁

の
窓
口
の
対
応
に
も
十
分
気
を
配
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

（
2
） 

不
適
切
な
対
応
を
し
た
東
京
地
検
の
女
性
職
員
に
は
、
口
頭
で
注
意
し
た
か
。 

け
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
状
態
は
現
在
も
変
わ
ら
な
い
か
。 

一
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六 

謙
抑
的
姿
勢 

（
1
） 

行
政
府
は
ミ
ス
が
あ
れ
ば
、
す
み
や
か
に
改
め
て
国
民
に
謝
罪
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
の
た
め
、
関
係
者
を

適
正
に
処
分
す
る
。
さ
ら
に
、
新
聞
の
投
書
な
ど
の
国
民
の
声
や
国
会
の
議
論
に
誠
実
に
耳
を
傾
け
、
よ
り
適
正
な

行
政
の
運
営
に
謙
虚
に
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
と
考
え
る
が
、
違
う
か
。
法
務
省
に
は
こ
う
し
た
姿
勢
が
あ
る
か
。 

（
9
） 

前
掲
の
投
書
は
続
け
て
「
通
学
路
な
ど
の
生
活
道
路
と
自
動
車
道
路
が
完
全
に
分
離
さ
れ
る
の
が
理
想
で
す
が
、

当
面
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
分
離
信
号
を
大
幅
に
導
入
す
る
な
ど
、
歩
車
分
離
の
方

策
が
早
急
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
交
通
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
創
意
と
行
動
力
に
期
待
し
ま
す
」
と
意
見
を
述
べ
て

い
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

（
8
） 

朝
日
新
聞
一
九
九
八
年
十
一
月
二
十
八
日
付
け
朝
刊
に
は
、
隼
君
事
件
の
運
転
手
起
訴
を
当
然
と
し
た
上
で
「
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
隼
君
の
死
以
前
も
そ
れ
以
後
も
、
同
じ
よ
う
に
命
を
奪
わ
れ
た
歩
行
者
が
大
勢
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
回
の
事
故
を
契
機
に
し
て
、
青
信
号
で
も
安
心
し
て
歩
け
な
い
現
在
の
道
路
環
境
の
あ
り
方
を
改
善

し
て
い
く
の
で
な
け
れ
ば
、
犠
牲
者
の
方
々
の
尊
い
命
は
報
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
指
摘
す
る
投

書
が
掲
載
さ
れ
た
。
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

一
七 

 



 

（
5
） 

法
務
省
に
は
死
刑
執
行
と
い
う
人
を
殺
害
す
る
権
力
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
社
会
正
義
の
実
現
に
尽
く
す
検
察

の
権
力
を
都
合
よ
く
利
用
す
れ
ば
、
相
手
が
立
法
府
で
あ
ろ
う
と
裁
判
所
で
あ
ろ
う
と
、
中
央
官
庁
で
あ
ろ
う
と
、

不
当
に
介
入
で
き
る
危
険
性
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
歴
史
的
に
「
謙
抑
的
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
姿 

（
4
） 

元
毎
日
新
聞
記
者
の
山
本
祐
司
氏
の
著
書
「
特
捜
検
察
物
語
」
に
よ
る
と
、
検
察
は
一
時
期
苦
し
ん
だ
時
代
も 

 

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
法
と
証
拠
に
基
づ
き
、
適
正
な
捜
査
を
続
け
て
き
た
。
過
労
死
し
た
検
事
な
ど
も
お
り
、
タ 

 
 

ブ
ー
を
排
し
、
社
会
正
義
の
実
現
に
尽
く
す
そ
の
姿
に
は
胸
打
た
れ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
時
と
し
て
法
務
省

は
そ
う
し
た
検
察
の
捜
査
に
い
わ
ゆ
る
「
国
家
有
用
論
」
の
立
場
か
ら
介
入
し
、
社
会
正
義
の
実
現
を
妨
げ
よ
う
と

し
た
こ
と
が
あ
る
と
同
書
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
か
。 

（
3
） 

同
様
の
理
由
か
ら
、
法
務
省
は
国
民
の
声
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
に
欠
け
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
う
考

え
る
か
。
も
し
、
そ
う
で
な
い
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
国
民
の
声
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
た
実
例
を
挙
げ
ら
れ
た
い
。 

（
2
） 

私
は
こ
れ
ま
で
の
死
刑
に
対
す
る
姿
勢
、
隼
君
事
件
、
相
次
ぐ
不
祥
事
、
内
部
処
分
を
し
な
い
で
過
ち
を
過
ち
と

認
め
な
い
態
度
、
度
重
な
る
質
問
主
意
書
の
や
り
と
り
な
ど
か
ら
、
法
務
省
の
職
員
に
は
「
公
僕
」
と
し
て
の
十
分

な
自
覚
が
欠
け
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
ど
う
考
え
る
か
。 

一
八 

 



 

 

一
九 

勢
が
求
め
ら
れ
、
過
去
の
ほ
と
ん
ど
の
時
代
は
法
務
省
自
身
が
厳
し
く
自
ら
を
律
し
て
き
た
。
し
か
し
、
私
は
前
掲

の
理
由
か
ら
現
在
の
法
務
省
は
必
ず
し
も
「
謙
抑
的
」
で
は
な
く
、
逆
に
強
権
的
で
さ
え
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府

は
ど
う
考
え
る
か
。 

（
6
） 

大
蔵
省
汚
職
、
防
衛
庁
の
背
任
と
汚
職
、
中
島
洋
次
郎
議
員
の
政
党
助
成
金
不
正
事
件
な
ど
、
検
察
は
社
会
正
義 

 

の
実
現
の
た
め
、
頑
張
っ
て
い
る
。
一
部
報
道
に
よ
れ
ば
、
法
務
省
の
高
官
と
最
近
ま
で
法
務
省
高
官
だ
っ
た
検
察 

 

首
脳
が
こ
う
し
た
事
件
の
捜
査
に
不
当
に
介
入
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事
実
は
あ
っ
た
か
。 

右
質
問
す
る
。 


